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「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金

1993年からスタートした「ダメ。ゼッタイ。」普及運動に呼
応して、薬物乱用のない社会環境づくりのために実施され
ており、国連（国連薬物犯罪事務所）を通じて、開発途上国
の薬物乱用防止活動を行っているNGOのプロジェクトを
援助しているほか、国内の啓発事業にも役立っております。

日本における長きにわたるこの地道な運動は、極めて特徴
だった全世界的な薬物乱用防止活動の一つとして各地域は
もとより統括する国際連合から高く評価されています。



皆様からご支援・ご協力いただいた募金は直接UNODC本部へ届けられます

国連支援募金活動

UNODC本部

世界各地のNPO団体が行う

啓発活動・教育など

薬物問題対策の支援に役立てられています

DAPC助成金

「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金の活用

１）街頭募金活動
２）職域募金活動
３）篤志家募金活動



「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金 UNODCの活動

DAPCの支援について

毎年、国連薬物・犯罪事務所（UNODC）は、麻薬・覚せい剤乱用防止センター
（DAPC）の活動と寛大な寄付のおかげで、世界中の多くの国々において、薬物乱
用防止と青少年の健全な活動を推進することができています。

この活動は、地域社会を巻き込みながら募金活動を行い、その寄付金をUNODC
に提供しています。これらの資金は、低・中所得国における若者を中心とした薬物
乱用防止活動の支援に活用されています。

この取り組みは、まさに「若者から若者へ、若者のために（from youth to
youth, for youth!）」という理念のもとに日本の若者から世界の若者へ、若
者同士が支えあう活動になっています。

UNODCサイトにあるDAPC助成金専用ページ

About the DAPC Grants Programme

Every year UNODC is able to promote drug use prevention and youth 
empowerment in many countries around the world, thanks to the work 
and generous donation of the Drug Abuse Prevention Center (DAPC), 
based in Japan. 

The youth from DAPC mobilizes communities and raises funds that 
they donate to UNODC to support youth-centered activities to prevent 
drug use in low and middle-income countries. This initiative is truly 
from youth to youth, for youth!

(https://www.unodc.org/unodc/en/prevention/youthinitiative/dapc-grant.html)



「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金で支援しているプロジェクト

ジンバブエ
Youth Aspire Development 
Trust 

イラク
Bestan Child Society

カンボジア
Mith Samlanh 

スリランカ
Alcohol and 
Drug 
Information 
Center 

「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金は、これまで約7億8210万円をUNODC（国連薬物・犯罪事務所）に寄付され、
開発途上国延べ663ヵ国、794プロジェクトを支援してきました。（2025年12月現在）

＄16200

＄16800

＄17000

＄16980

助成金額 単位：USドル



「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金で支援しているプロジェクト

カンボジア スリランカ イラク ジンバブエ

「Peer Prevention: A Youth-
Driven Project Against 
Drugs」

本プロジェクトは、カンボジアの若者
における薬物使用の減少を目的として
います。若者への啓発活動やレジリエン
ス（困難に立ち向かう力）の強化に加え、
地域社会の支援体制を充実させること
で、薬物使用を予防できる環境づくりを
目指しています。

職業訓練やソフトスキルトレーニング
に薬物使用予防の内容を取り入れると
ともに、ソーシャルワーカー、教師など、
地域で若者を支える関係者を対象に研
修を実施、薬物に関する正確で偏見の
ない情報提供ができるように支援して
います。

「Peer Power: Youth-Driven 
Substance Use Prevention 
and Resilience Building」

本プロジェクトでは、コロンボの13歳
から25歳までの若者を対象に、薬物使
用予防に関する知識に加え、ファシリ
テーションやリーダーシップのスキルを
育成します。

これにより、若者が地域で正しい知識
に基づいた薬物予防のメッセージを発
信し、予防活動を担うリーダーとして活
躍できるよう支援します。

「Building Community Power 
to Prevent Youth Drug Use in 
Northern Iraq」

本プロジェクトは、北イラク（ナインワ、
キルクーク、ハラブジャ、スレイマニヤ）の
各県で、地域の文化や青少年の年齢に
配慮した活動を通じて、青少年の薬物使
用を予防することを目的としています。

その一環として、教師、ユースリーダー、
スポーツコーチ、ジャーナリストなど、地
域で青少年を支える立場にある人々を
対象に、3日間のトレーニング・オブ・ト
レーナーズ（TOT）が実施されています。

「Substance Prevention and 
Awareness for Resilient 
Knowledgeable 
Communities（SPARK）」

本プロジェクトは、チトゥングウィザの
青少年における薬物使用の減少を目的
としています。地域での啓発活動やライ
フスキルの向上、コミュニティ全体のレ
ジリエンス（回復力）の強化を通じて、青
少年が薬物に頼らない健全な生活を送
れる環境づくりを目指しています。

教師や若者、地域のリーダーなど幅広
い関係者の能力を強化し、エビデンス
に基づく予防のメッセージを発信できる
ようにマルチステークホルダー型のアプ
ローチを採用しています。



「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金 国内での募金活動

東京都では、全国で展開される
「ダメ。ゼッタイ。」普及運動
（6月20日から7月19日まで）の
一環として、毎年「6・26国際麻
薬乱用撲滅デー」都民の集いを開
催しています。薬物乱用のない社
会を目指し、会場から薬物乱用防
止のメッセージを発信します。

「6・26国際麻薬乱用撲滅デー」都民の集い 薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」皆の思いをあわせよう（東京）
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